
Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　University

ギー
ラ
ー

ン 州 （イ ラ ン ）にお ける 生 態考古学調 査研 究 と放射性炭素年代測定

　　　　　　　　
一

日本 ・イ ラ ン 共 同調査研究成果 よ り
一

　　　　　　　　　　　　　　　 大津忠彦　筑紫女学園大学文 学部ア ジ ア 文化学科教授

1は じめに一調査研究 の 目的な らび に経緯
一

　　 カ ス ピ海西〜南岸 （イ ラ ン）に連な る ターレ シ ュ ／ア ル ボル ズ 山系の海寄 り側は、中近東 にあ っ て

希有の 湿潤多雨地 帯 の ひ とつ で あ り、なか で もギー
ラ
ー

ン 州 は林業、稲作、茶栽培そ して か つ て の養蚕

業 とい っ た生業 の イ ラ ン にお ける
一

大中心 地で ある。我が 国風土 との相似点か ら日本 に よる対外技術協

力関係先 として 、 ある い は関連緒学の研究対象地 とな っ て きた （大津 1994，1997，1998
， 2000）。往 日、

こ の ギ
ー

ラ
ー

ン 州が考古学分野に おい て 耳 目を集 めた の は、そ の 集散地名 に因ん で 「ア ム ラ シ ュ 物」 と

総称 される 当地 域に群集する古墓副葬品由来の 品 々 が骨董市場 に溢れた こ とに は じまる 。 また、正 倉院

御物や伝安 閑陵出土品 とされ るガ ラス 製容器 と同型品 が 当地 古墓か らの 考古資料 に含まれ る こ とは、

　「東亜 及び 日本古代文明の 源流 とし て の 古代イ ラ ン 文 明 の研究」 とい う目的 の 東京大学調査 団に よ る調

査成果を結実 させ た （江上 1965、大津 1999）。残念な が ら、1979年 の イラ ン ・イ ス ラ
ー

ム 革命に よ っ て

現地 調査研 究 の 継続進展は 頓挫 したまま であ っ た 。

　 中近 東文化 セ ン ター （東京）は 1990年 よ り、ほぼイ ラ ン 全 土 にわたる遺跡概観踏査 を行い 、1997年

に は変則 的な が らギーラーン州文化遺産庁 の 支援 を受 け、よ り細か な遺跡踏査を敢行 した （中近東文 化

セ ン タ
ー1998

， 2001、 大津、岡野 2000）。そ して 2001 年 にはイ ラ ン 文化遺産庁 と中近東文化セ ン ター
と

の あい だに、イ ラ ン考古学調査研究に関する 「協定書 （合意書）」 が締結 され、「日本 ・イ ラ ン 共 同調査

団」 が発 足。こ れ に よ りイ ラ ン ・イス ラ
ーム 革命後 22 年ぶ りに外 国隊 の 関わ る正式 の 考古学調査研究

が 再開 した。共同調査研 究の 主 た る 目的は、遺跡の 地勢学的検討を踏ま え て 古墓以外 の 生活遺構を探査

す る こ とと、当該地域 にお け るイ ラ ン 青銅器時代 を遡 る遺跡有無お よび編年枠組み の 再検討で あ っ た。

そ の ため に 、セ フ ィ
ー ドル

ー
ド川西岸の 山間域にお ける遺跡分布調査 （2001，

‘
02 年）ならび に、ジ ャ

ラ リイ ェ
・テ ペ の 発掘調査 （2002 年）を行 っ た （大津 2002a，2002b

，
　 Ohtsu　2003）e

　当該地 域にお け る これまで の 考古学的調査 、研 究 は 、 そ の 主た る対象 としたイ ラ ン 鉄器時代 （紀元前

1 千年紀前半）お よび パ ル テ ィ ア ／サーサー
ン 時代 の 古墓 遺跡発掘に よ っ て 、と りわ け土器や金属器 の

型 式分類 ・編年 に大い に寄与 した 。 しか しなが ら、こ れ らを遺 した 古代人 の 生活活動 の 具象、た とえば

住居 址や生 産遺構 などに っ い て は全 く解明 されて お らず、そ の原因の ひ とっ が、遺跡探査を 阻む 鬱蒼た

る森林環境に あ る と も考え られ て い る 。 こ の 度の 研究は、遺跡出土 自然遺物に よ っ て、これ まで はお も

に遺跡出土 の 考古資料 （土器 、 金属器な ど）に よ っ て組み立て られ た 当該地 域の 古代文化 の 様相 に、自

然環境復 元 の 要素 を加 味する こ とで あ る 。

　まず研 究対象の 分析試料 を、イ ラ ン 国ギ
ー

ラ
ー

ン 州 ロ ス タ ム ・
ア
ーバ ー

ドに位置する タ ッ
ペ ・ジ ャ ラ

リイ ェ 遺跡 出土物 に求め た （Tappe　Jalaliye、 図 1）。 当遺跡 は、2002 年、2004 年の それぞれ夏季に、

「日本 ・イ ラ ン 共 同考古学調査 団」 （日本側代表 ： 大津忠彦）が発掘調査 を行 っ た ． これま で の成果で

は、丘状をなす当遺跡が 3 層の 堆積文化層 を有 し 、 時代的には第 1層が パ ル テ ィア／サ
ー

サ ーン 時代、

第 皿、第皿層がイ ラ ン 鉄器時代 （紀元 前 1 千年紀）と暫定されて い る。 こ れ らの 帰属年代観 はお もに 、

各層 よ り出土す る土器 の 型式／様式 分類 に拠 っ た も の で あ っ た 。 こ の たび の 研 究では 、当遺跡の 第 H 、

第皿層 （イラ ン 鉄器時代）発 掘調 査継続 に よっ て 出土す る多く の 炭化物、獣骨片を、掘 り下げ の 単位 （ロ

ー
カ ス ）ごとに採集 し、 こ れ らを研 究対象の 分析試料 と し た 。
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　幸い に も炭化物の うち には、親指大ほ どの 木炭片も採集 で きた ほ どで あ り、こ れ らは イ ラ ン 当局か ら

の 許可 取得後 日本 へ 持 ち帰 り、「森林総 合研 究所木材特性研究領域」 （茨城 県つ くば市） の 能城修
一

教授

に樹種 同定を依頼、その 結果 を得た 。 また こ れ ら木炭片に つ い て は 、名古屋大 学大学院 の 山本直人教授

を介 し、同大学年代測定セ ン タ
ー

に C14年代 測 定を依頼す る こ とが 叶 っ た 。

　遺跡 出土資料か ら判 明す る樹種 を、現生 の 周辺 域植相 と比 較する た め 、 中村徹教授 （筑波大学大学院

生命環境科学研究科） は、現地 Tarbiat　Modarres 大学の Moslem　Akbarinia 教授 お よび Nowshahr 植 物

園研究官 Habib　Zare 氏 の 協力 を得て 、周辺 域の森林環境調査 （踏査 ）を実施 。 現況 と先述 の 分析結果

比較 の ため の データを集成 した 。 こ れ ら と並行 して、イ ラ ン 国立博物館研究官 Sa皿 an 　Heydari 氏は 、当

該域の 地質調査 の
一

環 とし て踏査な らびに 土壌サ ン プ リン グを実施 。 これはイ ラ ン 地 質調査所 （テ ヘ ラ

ン ）にお い て分析、結果を得た。

　また 、 動物相考察 の ため 、タ ッ
ペ ・ジャ ラ リイ ェ 遺跡出土の 獣骨片を発掘の過程で 可 能 な限 り採集。

現地 で
一

次的洗浄を終 え、フ ラ ン ス 国立 自然史博物館 ／　CNRS の Dr．　Marjan　Mashkour が 、
2002 年度調

査時採集獣骨試料 と共に、テ ヘ ラ ン にお い て こ れ ら試料の 種同定を
一

括 して行い 結果を得た 。

H 遺跡 と調 査成果

　　  考古学上 の 研究調査成果
一ジャ ラ リイ ェ

・
テ ペ 遺跡 の発掘調査

一

　　i）遺跡概観

　ジャ ラ リイ ェ
・
テ ペ 遺跡 はギ

ー
ラ
ー

ン州 ロ ス タ ム ・ア ーバ ー ド市街西郊 （北緯 30953 ’ 38”

、東経

49
°

28’ 57
”

、標高 253m ）の 、セ フ ィ
ー

ドル
ー

ド川 へ っ らなるキ ャ ル
ー

ラ ズ 渓谷 の 最下位に あ り、東

西 長 150m 、南北長 80m 、高 さ 15m を測る。ギー
ラ
ーン州 の 考古学諸問題 を考察す る うえで 当遺跡の 発

掘調査が望まれる こ とに っ い て はすでに言及 した とこ ろが ある （大津 2001＞。 ジャ ラ リイ ェ
・
テ ペ に つ

て は、こ れが ギーラー
ン 州には希有の 「遺丘 1 型遺跡 で あるこ と 、 イ ラ ン 鉄器時代 の指標的遺物の 散布

が明 らか に認 め られ るこ と、墓 域として利用 されなか っ た らしい こ とな どが注 目され る要点で あ っ た 。

とくに第三番 目に 関して は、伝聞に拠 る こ となが ら、大規模な盗掘を免れ て い る こ と、遺丘 裾部か らキ

ャ ル
ーラズ川岸に か けて鉄器時代やパ ル テ ィ ア 時代の 墓 域が あ る こ とは革命前の発掘調査や 「盗掘」 な

どか ら判明 して い るの で、同時期の 生活遺址 （住居 、 建築遺構）検出が期待で きる で あろ うと推察 され

た か らで ある 。

　発掘調査は、「日本 ・
イ ラ ン 共同調査 団」 に よる 2002 年度夏期の調査プ ロ グ ラ ム の

一
環 と し て 開始 さ

れ た。諸般 の 制約上 、テ ペ 南斜 面に東西幅 2．5m 、南北長 30m の 「ス テ ッ プ ・トレ ン チ 」 を設定す る方

式に拠 っ た。表土 層下の 文化層は最厚で 2m ほ どしか なく、しか も トレ ン チ北端 よ り南へ 10m ほ どま で

しかそ の 堆積は認 め られなか っ た 。 土層観察に よれば、ジ ャ ラ リイ ェ
・テ ペ は もともと 250余 m の高 さ

の あ っ た自然丘 で あ っ て 、こ の 頂部 を整形 した うえに生活層が堆積 した遺丘 と推測 され る。こ れ は文 化

層 を持たない 、また、地表に遺物散布 の 見 られない 自然丘 が、ジ ャ ラ リイ ェ
・テ ペ 遺跡の 東側すなわ ち

セ フ ィ
ー ドル

ー
ド川 との ほぼ中間域に も 1基み られる こ とか ら 、

こ の 遺跡 で も地山の 高ま りがか な りあ

るの で は な い か との 予 測 もあ り、前杢 に よる 「台地 」に つ い て の 初期的観察 とも符合す る （Maemoku　2003 ）。

す なわ ち、「500−・30em にか けて分布するやや幅の 狭い 台地 は 、 基本的に は岩盤 で あ る 。 そ の 縁は 10m

の 厚 さの 礫層で 覆われ て い る。こ の 礫は角が あ り、 雨水 が 台地 を面 的に 浸食 し て 前面に落ちた もの で あ

る 。 ジャ ラ リイ ェ
・テ ペ もこ の 台地の

一
番 下に の っ て い る （前杢 2001）」。

　　 ii）層位 と遺構 （St．） （図 2）
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　 表土層には、人頭大 あ る い はそ れ以上 の 大きさの 礫が集中 して い る と こ ろ が あっ た 。
ジ ャ ラ リイ ェ

・

テ ペ の 頂上平坦部 には 、
1990 年の 「ラ シ ュ ト大地震」 時まで 人 家が 営まれて い た とい われ る の で 、ある

い はそれ らの 礎石 に 由来す る礫 の 集合が含まれ るか も しれな い 。表土層下を発掘する過程で 、 日乾 レ ン

ガ列な らび に これを切 る ピ ッ ト（St．3）が検出された。 日乾 レ ン ガ列は幅 2．4m で 、ほ ぼ東西 に走 り、 構

成す る レ ン ガ の 寸法はXtma　40　cm 、厚 さ 10cmを計る、レ ン ガ積み は 4 段残存し、下位 に は こ の レ ン ガ壁

の 礎石 と思われ る石積 （高 さ 80cm ）が続い て い た。日乾 レ ン ガ と石積か らなる壁体を St．4
、 日乾 レ ン

ガ上端か ら石 積の 下端 まで に相当する堆積層を第 1層 とす る。第 1 層は St．4 の 北側、すなわち遺丘 の

中心域側 に安定 した厚い 灰 層を有して い る。St．3 （ピ ッ ト）は St．4 （壁 体）北辺 の
一
部を切る径 80

− 10・cm の 不整長 円形をして い る 。 深 さは約 1．7m で 、下底は第 II 層に達する。掘 り込 み 面は不詳 。
ピ

ッ ト内か らは焼成 レ ン ガ破片 とと もに、完形 に復元可能な土器が複数出土 した 。

　 St．4 （壁体）の 北側 は、壁体の 下端 を確認 して 以降 の 掘 り下げは行わず、南側 で 掘 り下げを継続 。

St．4 （壁体）の 下端 レベ ル で St．8 と St，9 が 出現 した。　 St．8 は St 　 4 に ほ ぼ 直交するただ 1段 の

石列、St．9 は St．4 に接 して 同方向に走る高さ 70　cm の 石列 で ある。　 St．4，　 St．8
，
　 St．9 相互 の 関係

は現段階では不 詳。St．9 の 南側には安定した水平堆積をみ せ る文 化層が あ り、そ の 下端 レ ベ ル で 明瞭

な床面が検出された。St．4 下端相当 レ ベ ル 以下 St．9 の 下端ま で を第 II層 と し、こ れ 以下地 山ま で の

堆積層を第 III層 と分層 した 。 第 III層に つ い て は、設定 トレ ン チ 北端 よ り 8m の ライ ン か ら南側の み

に掘 り下げ範囲を限定 した。第 III 層で は 、　 Sts．10，11 （石 列）、　 St．13 （地 山直上 にお ける平た い 大

型 礫の 並び ）が検 出された。St．13 を構 成す る礫周辺 には ス サ混 じ りの 泥 が あ っ た。層序を構成する 遺

物包含層は第 III層最下 までで あ り、それは設定 トレ ン チ北端よ り南 へ 約 11m ほ どま で の 範囲で 見 られ

る 。 地山の ライ ン は 、 遺丘裾部にあた る設 定 トレ ン チ南端部を除い て 、遺丘 の 地表 ライ ン に ほぼ 沿い 、

設定 トレ ン チ北端 よ り約 10m の 地点か ら北側 （＝遺丘 中央部）で は ほぼ水平 とな っ て い る こ とか ら 、 前

記 の 推察に至 っ た の で ある。なお、ほぼ東西 に走る大小 の 溝状 の 遺構 が見 られた 。 こ の うち遺丘 裾部 の

もの は、地 口」が身丈以上 の 深さまで U 字状に掘 り窪め られ た溝で ある。さらに、こ の 溝の 内側 面 の うち 、

遺丘 の 外側 に連な る部位 に は、多量の礫 とス サ混 じ りの 泥 とが混在 して 積み重 な っ た状況 が 見 られ る。

これ ら溝状 の 遺構 に つ い て は い ずれ も、その 機能や時期や上位の遺構 との 関連性に つ い て まだ 不 明の ま

ま で あ る。

　　 iiD 遺物の 考古学的帰属 年代

　出土遺物の 大部分は土器 で あ り、層位 ごと の遺物を採集す る こ とがで きた。これま で の 観 察によれ ば、

ピ ッ ト（St．3）出土 の長頚壺、鍋形土器 、把手付 蓋形土器 を含む 第 1層 出土 の 土器 （片）とそれ以下 （第

II 層 、 第 III 層）の 士器 （片）には相違が 見られ る よ うだ。すなわち第 II 層 、 第 III層出土の 土器

資料に は 、 北 イ ラ ン の 鉄器時代に比 定 しうる注 口 土器の 注 口部土器破片や、鋭い 刻文 装飾を しば しば認

め る こ とが で き る 。 ま た、器面が焦茶一
黒 を呈 し 、 しか もて い ね い な磨研調整を施 した 例が比 較的多 く、

光沢を持っ 例 も含まれ る 。 従 っ て 、暫時、第 II層 、 第 III層は 鉄器時代に帰属す る とみ な した い 。こ

れ に対 し第 1層出土 の 土器 はパ ル テ ィ ア／サー
サ
ー

ン 時代で あろうと推察す るが 、明解な根拠 に い まだ

乏 しい とこ ろが あ る 。

　土器以外 の 出±遺物 に は紡錘車、円盤状士器 片 （紡 錘車の 未製品か ）、石 製容器 な どがわず か に あ っ

た だけで あ り、全体と して 出土遺物の 量、種類は ともに少 な い 。 これは 今回 の 発 掘区 と関係するか もし

れ ない 。
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　　  出土木炭片に よ る樹種 同定の成果 （表 1）

　堀下げ単位 （ロ ーカ ス ） ご とに 採集 した比 較的大 き な木炭片 52 試料を分析。これ まで に樹種 の 同定

が で きた種類は 41 試料 。 それ らの 内訳は 、 ポプ ラ （12）、
ハ ン ノ キ／ ヤ シ ャ ブ （11）、クル ミ （9）、ブ

ナ （3）、ケヤ キ （3）、イ ヌ シデ／サ ワ シ バ （2）、ブ ドウ （1）、 そ の ほか 可能性 の ある も の と してサ クラ、

ナナカ マ ドな どで あ っ た （カ ッ
コ 内数字は試料点数）。 能城修一

教授 に よれ ば、同定に到 っ た樹種は い

ずれ も落葉広葉樹で あ り、後述の 中村徹教授の 現生森林環境調査結果に照 らし 、 タ ッ
ペ ・ジャ ラ リイ ェ

第 H 、第皿層期の植 生は 、それ ほ ど現在 とは 異な っ て い な か っ た 、 と考え られ るに到 っ た。

　　  周辺域森林環境研究調査の 成果 （含 、土壌試料分析 に よる成果）

　調査範囲は北端お よび東端が ノ グ レーボール 、南端は ア リア バ ー
ド、 西端 は キ ャ パ テ

ー
の

、 南北約 20km、

東西 も 20km の地域。標高は約 200m〜2，　OOO　m で 、西に高 く東に低い 山地 地形である 。 地質は石 灰岩、

砂岩、粘板岩、頁岩、花崗岩な どか ら成る。土壌サン プ リン グ （13地 点）の 過程に お ける堆 積土観察に

よれ ば、岩盤上の 堆積 は角礫粗粒堆積士とその 上位 の細粒土 よ り基 本的に は構成され て い る 。 調査は 「植

物社会学的方法」 に よ っ て行われた。

　調 査の結果、得 られた植 生資料数 は 58、出現 した植物種は 239種 に の ぼ っ た 。
こ れ らは 、 オ リエ ン ト

ブ ナの 極相林、ケヤ キーナ ラ群落 とい っ た人間の 影響 を大きく受けて い な い 自然林 と、人 間や家畜 の 影

響によ り本来の 姿を変えて い る 二 次林 とに分 けられる ：そ の 影響 の程度に よ り 、 例えばマ ン サク 自然林、

シ デニ 次林、ケヤ キ ニ 次林、ナ シ ーイカ リソ ウニ 次林 、 イ トス ギ ニ 次林 と い っ た群落小 区分 となる。ま

た、これ ら 「森林」 と対比 され る 「荒原」 が あ り、これ は人間の 自然 へ の 働きか け の 種類や強 さ、お よ

び 環境条件 の 違い に よ りい くつ か の 草原 に わ けられる 。 調査 区南部の 急斜面 に局所的に見 られ る針葉樹

自然林は、種組成的に 見れば、荒原に含 まれ る結果 とな っ た 。

　 タ ッ
ペ ・ジ ャ ラ リイ ェ 周辺 は 、遥 か背後 に広大 な ブナ林 を背負い 、近 くにナラ

ーケヤ キ林が広 が る。

また 、これ らとは際立 っ た対照をな して 荒涼地 、「はげ山 」 が処 々 に見 られる。古来 、川はブ ナ林か ら

流れ 出る豊かな水 をたた え、山林は木 の 実や キ ノ コ 、山菜、それ に野生動物な ど多 くの 食料に加 え 、 様 々

な生活 物資を供給 して い たに ちが い ない 。人 々 は、建材や家具材、農機具材、それ に燃料や家畜の 飼料

を 山か ら採 取 し、木や森林 と結び っ き の 強い 生活をし て い た と考え られ る 。 と こ ろが、当該地域遺跡分

布 状況 の 稠密 さが推察 させ る よ うに、鉄器時代以 降、森林の 過度 の 伐採や林内 で の 放牧 、 それ に燃料や

家畜の 餌にするた め の 低木や小 枝 の 採集が繰 り返 され る よ うに な る 。
こ れ らの 長期間にわた る 、 度重 な

る強度 の イ ン パ ク トに よ り森林が 消滅 し て い っ た 。

　 タ ッ
ペ ・ジ ャ ラ リイ ェ 周辺 は 、年平均気温 も年降水 量 も我が 国 の 関東地方 と ほ ぼ同 じ で あ る 。ただ大

きく異なる の は 、降水 の 季節分布が 、 日本で は夏に多い の に対 し、こ こ で は夏、すなわ ち植物が最 も水

分 を必要 とする生 育期間に、ほ とん ど降らない 点で ある 。
したが っ て 、ひ とたび 消滅 し た森林 は 、夏期

に 降雨が ほ とん どな い 厳 しい 環境条件に加 え 、 植生 が 貧弱 に なっ た こ と に 起因す る 土壌流失 ・土壌浸食

や、家畜の放牧に よ り 、 森林再生 ・更新に必要 な実生が 育た ない 、などの 条件が重な り、結果、荒涼地、

「はげ山」 の 広 が り、 そ して 生 活跡空 間 の 消滅が 継起 した と考え られる。

　　  出土獣骨片 の 種 同 定の 成果

　タ ッ ペ ・ジ ャ ラ リイ ェ 第皿 層 よ り採集の 出土獣骨片 2，243 片の うち、561 片に つ い て 種同定が終了．

そ の 内訳 は ウ シ 22％、ヒ ツ ジ／ ヤ ギ 71％、イ ノ シ シ 1．8％、ア カ ジカ 1．4％、そ の 他 ロ バ で ある。分析試料
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数が少 な い が 、 割合的に は狩猟対象種 （こ こ ではイ ノ シ シ 、ア カ ジカ）が少なく、遺跡出土の 獣骨は ほ

とん どが家畜種 で あ るこ とが確認 された。

　　  Cl4年代測定に っ い て

　名古屋 大学年代測定セ ン タ
ー

に依頼分に つ い ては、測定結果 3件を こ こ に記す。すなわち発掘 区 12i−b

第 皿 層 よ り 2002 年採取 の 木 炭片 に つ い て の 、AMS 法 に よ る放射性 炭素年 代 測定 値 は 2439 ±

28B．　P．（NUTA2−6212 ）、 2553± 32B．　P．（NUTA2−5760）、2505± 28B．　P．（NUTA2−6215）で ある。そ して こ れ らの

較正年代 は 、 紀元前 8 世紀初か ら紀元前 5 世紀末の幅 をもっ
。 こ の 年代値はこれ まで考 えられて きたイ

ラ ン 鉄器時代の うちそ の 後期 に相 当し、考古学資料 （土器、青銅器 な ど）か ら編まれた年代観に 旨く会

う。

　　  総括

　カ ス ピ海南岸ギ
ー

ラ
ー

ン 州の 遺跡か ら多 く出土す るサ
ー

サ
ー

ン朝 ペ ル シ ア 期 の カ ッ トガ ラ ス 容 器は 、

そ の 同 タイ プ品 が正倉院伝来品や伝安閑天皇陵 （羽曳野 市）、上賀茂神社境 内 （京都 市）、沖ノ 島 （宗像

市）そ して 中央ア ジア にみ られ るこ とか ら、シ ル ク ロ
ー

ド経由将来品の 典型で ある。我が国か らみ て 西

方故地 の ギー
ラ
ー

ン州カ ス ピ海南岸域の 自然環境現況 は 日本の それ に酷似す るが、こ の たび の 調査研究

で 、 そ の 自然環境が イ ラン鉄器時代段階以降 の 人為的所産 と考え られる に到 っ た。すなわ ちタ ッ ペ ・ジ

ャ ラ リイ ェ 第皿層出土資料の 自然遺物 （木炭片、獣骨片）は、家畜動物 をともな う大規模森林開発がす

で に始 ま り、 気 象 、 地勢 、 地質等諸条件 と相俟 っ て こ ん に ちの 遺跡環境 を形成 した と考えられ る 。

皿 今後の 課題

　　  分析デー
タ の 充足 、信頼度 の 向上

　分析対象資料の 帰属年代、すなわ ちタ ッ ペ ・ジ ャ ラ リイ ェ 第 H 、第皿 層の 絶対年代を、よ り確定す る

た めに木炭片の 放射性炭素年代測定を、で きるか ぎり多 くの 件数実施 し、確か ら しさを向上 させ る こ と

が必須 で あ る 。 また、対象試料も、木炭片 に限 る こ とな く、さらに例 えば St．3 （ピ ッ ト） よ り出土の

煮 炊き用 土器 な ど に付着の 炭化物 を求め るべ きで あろ う。

　　  他地域、先 後期 との 比 較

　カ ス ピ海南岸域は湿 潤 地域で あ る の で、当該域の デー
タを他域、すなわ ち乾燥域の もの と比 較すれ ば、

今次の データ の 特1生が よ り鮮明に な る と期待 される。また、時代的 に先 後す る、例 えばイ ラ ン 青銅器 、

石 器 時代 あ る い は 、パ ル テ ィ ア 時代以降の それ と比 較す る必 要があろ う。

　　  他の 調査手法 と の 比較 一花粉分析

　花粉分析は古代環境復元 に 有効手段 であ り 、 タ ッ
ペ ・ジ ャ ラリイ ェ 遺跡近傍 には沼 沢地 も処 々 ある の

で 、花粉分析試料採取の た め の 適地 を見 出す こ とが 可能 と考 え られ る。

　　  新たな種類の 考古資料の 確認

　今次仮定 され た 自然環境 へ の 人的働 きか けを示 す物証 と して の 考古資料の 探査 ・確認 が必 要で あ ろ う。

例 えば、森林開発 具 の 石 斧 ／鉄斧 、あ る い は 農耕具など で あ る 。
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衷 1．能城修
一

に よる樹種同定結果 （ohtsu 　et　al ．2005 所収）
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